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　「環境保全型農業を生産から販売まで一気
通貫で学ぶ研修プログラム」は、沖縄県内の
農業者及び農業関連産業事業者向けの研修プ
ログラムです。沖縄県内の、農業者、また、
農薬・肥料・IT・農業機械・流通に関係する
企業からもメンバーを募集し、様々な角度か
ら沖縄の環境保全型農業の課題にアプローチ
します。
　本研修では、環境保全型農業や農業経営に
精通した豪華講師陣から営農計画や事業計画
へのアドバイスを受けることができます。
　また、異業種連携に関する座学や最新事例
の紹介、現地への視察を通して学びを深め、
実際にメンバー内でチームを組み、連携ビジ
ネスプランを作成し、自分たちが取り組んで
いきたいことを実現するためのきっかけを作
っていきます。 

受講生

募集中
！

　・環境に配慮した農業を通じて、沖縄県を「選ばれる」
　　産地としたい
　・新しい農業の価値を見出す意欲がある方
　・環境保全型農業に興味を持ち、学ぶ意欲がある方

【このような方を求めております！】

株式会社 ONE DROP FARM 
代表取締役 豊増 洋右氏  

　株式会社 ONE DROP FARM にて、
有機野菜の生産、養蜂、加工品の生
産・販売を中心に経営。
　一般社団法人千葉県農業協会 副会
長、きさらづアグリフーズ推進協議会
事務局長、“有機の里づくり”千葉県団体
連絡会 理事なども務め、地域全体の農
業推進や組織作りでも活躍。農業体
験・農場研修の企画・運営、有機農
業、里山再生に関する講演・コンサル
ティングなども精力的に行う。 

ファームサイド株式会社
代表取締役 佐川 友彦氏 

お問い合わせ先など詳細は裏面へ

　東京大学農学部、同修士卒。外資系
企業を経て2014年より阿部梨園に参
画。代表阿部の右腕業を務め、大小500
件の業務改善を実施し、小規模ながら
スマート経営を実現した。その改善ノ
ウハウを「阿部梨園の知恵袋」として
オンラインで無料公開している。
　 現在はファームサイド株式会社を起
業し、講演活動や経営支援で各地を周
り、農家の経営改善運動を全国へ展開
中。著書『東大卒、農家の右腕にな
る。小さな経営改善ノウハウ100』 

※受講条件、応募フォームの記載内容を
　ふまえて審査を実施いたします。



参加者への
補助

応募
方法

応募
締切

内閣府
令和6年度　沖縄型産業中核人材育成事業

お
問
合
せ
先 kankyouhozengata@myfarm.co.jp

株式会社マイファーム　（担当：前城・吉田）

050-3343-7411　（受付時間 9:00～17:00　※土日祝日除く）

参加
条件

選定結果
通知

カリキュラム表
※一部調整中のため、変更の可能性あり

１．沖縄県内で農業に従事していること。 
　　または、農薬・肥料・IT・農業機械・流通に関係する企
　　業に所属していること。
 
２．農業界に係る領域の業務に、5年以上従事していることが
　　望ましい。（１社での経験に限らず、複数社合計での実務
　　年数）ただし、意識面および実務面において、実務経験
　　５年に相当する経験があると判断できる場合においては　
　　年数不問とする。 

３．自身のみならず、地域としての沖縄の環境保全型農業の
　　課題解決に意欲があること。 

４．カリキュラムへの原則全回出席。（必須事項） 

・離島受講生の本島講義へ参加するための旅費
・受講生の先進地視察のための旅費
　※私用目的の交通費等は受講者負担となります。

記載の応募フォームより申込み

　　　　　　     年          月               日（水）2024 7 31 
23

　　　　　　 　 年　　  月上旬８2024

59分まで時

▲応募フォーム２次元コード

https://x.gd/vlq0M
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研修
時間

2024/8/20（火）

2024/9/3（火）

2024/9/10（火）

2024/9/17（火）

2024/9/24（火）

2024/9/25（水）

2024/10/22（火）

2024/10/23（水）

2024/10/29（火）

2024/11/12（火）

2024/11/19（火）

2024/11/26（火）

2024/12/10,11.12

2025/1/7（火）

2025/1/8（水）

2025/1/15（水）

タイトル

環境保全型農業に取り組む意義

グループワーク・意見交換

環境保全型農業の世界的な潮流・評価

国内における普及・推進の経緯と現状

国内における販売の現状と課題

沖縄県における環境保全型農業の課題

環境保全型農業の生産管理（概論）

環境保全型農業の生産管理

県内の環境保全型農業圃場巡回

環境保全型農業の経営管理（概論）
環境保全型農業の経営管理

環境保全型農業の経営管理

輸出、観光、DXの基礎知識
県内外・海外における環境保全型農産物に
関する業種間連携の優良／先進事例紹介

先進地視察、ビジネスモデル立案等に関
するグループワーク

先進地視察・意見交換

グループでのビジネスモデル立案​

事業計画作成

最終成果物発表会

概要

前提条件として、環境保全型農業に取り組む
社会的意義やメリットについて学ぶ。

環境保全型農業に取り組む意義について意見交換
や目線合わせのためにグループワークを行う。

国内外での普及・推進などについての基礎知識を
インプットすることで環境保全型農業を取り巻く
情勢の理解を深める。

県内の環境保全型農業の現状を正しく把握する。

作型や生産技術に係る知識のインプットや作付
計画の作成によるアウトプットを通じて、環境
保全型農業における生産管理についての学びを
深める。

販路や生産コスト等に係る知識のインプットや収
支計画の作成によるアウトプットを通じて、環境
保全型農業における農業経営全般についての学び
を深める。

輸出、観光、DXになど他産業についての基礎知識
をインプットするとともに、環境保全型農業との
連携の可能性を検討するワークを実施する。

異業種での基礎知識のインプットを踏まえたうえで、先進地
視察に向けての情報整や課題の整理をするワークを実施する。

県外にて、環境保全型農業での輸出や観光に取り組む先進的な
事例を見学し、学びと交流の機会を得る。

沖縄における環境保全型農業での他産業と連携し
たビジネスプランと個々の事業計画を作成し、最
終発表会を開催する。

開催
方法

オンライン

対面

オンライン

県外

対面

STEP
①

STEP
②

STEP
③

（火・水・木）

https://x.gd/vlq0M

